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議会か

成28年4月から構成団体

l )まちづくり協議会全体での推進事業 (9月「3日現在)

実行計画 目的 詰ま 鰹瑳捗及び争撲:\ 

桜づつみの花見会 
豊かな自然環境に誇りを 抱き心の癒しの創出。 

4月6へ7日に実施済 

きざそう展示と朝市 
シンボルフラワーの啓発 活動の創出。 

7月29日へ8月3日に実施済 

かわちハートフル体育祭 2019 
スポーツを通して交流・ 10月13日旧曜日)荒天以外決行 
連携感の創出。 午前8:30開会式です。 

I`臆 かわちふるさとまつり2019 

まつりを継承し、誇れる 河内文化の創出。 

11月10日(日曜日)雨天決行 

午前9時一午後3時 午前9:30開会式です。 

きざそう河内号の運営 快適で安全に移動できる デマンドタクシー運行 
未来に向けて 通年実施継続中 

いきいき河内発見講座 歴史や文化財等を知り、 5月19日、8月3日に実施済 

活用する活動。 
9月29日予定 

・他として各部会・全体会議など(定期開催実施)

2)吾6部会(安心安全・福祉・環境・文教・地域振興・スポーツ)と企画広報部会並びに河内地区連合自治会

の8部会33団体の進捗確認二『実践プランによる後期プラン』の策定(現状確認一更なる展開)

全体会議で各部会地域ビジョン「進捗確認表」を12月20日までに提出する事で決定された。

Eメール: tp_kwtik@moon.ucatv.ne. jp
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宝くじの助成を受けることができました。
河内地区まちづくり協議会では、自治総合センターが実施する宝くじの助成を受け、音響セット・物置倉庫・イベント用

具などの備品を整備しました。今後、地域内のコミュニティ活動などに役立てて行きます。

-㊥感謝車型畦“さきそ週内号

型大乗章記念コンサート開催します⊆
きざそう河内号は本格運行が平成27年4月に始まり、その後、順調に利用者も増え、この状況で推移すると来年の令和

2年1月には利用累計70,000人乗車に達する見込みです。

そこで達成記念コンサートを下記の通り開催します。

「÷‾二二詞

(河内地区地域内交通運営協議会)

2020年1月18日(土) 13時30分開場

1 4時開演へ1 6時終演

河内地区市民センター 大ホールにて

アンサンブル・ジュウイール(栃木県交響音楽団有志)

無料 先着2 0 0名(未就学児の入場はご遠慮ください)

※事前チケット配付

(河内地区市民センターにて1 2月1 6日(月)午前8時3 0分より

【主催】河内地区地域内交通運営協議会

【共催】河内地区まちづくり協議会・河内地区連合自治会

書聖聖堂聖堂 シマックで踏むブレーキはもう遅い
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河内地区防犯協議会より、 6月2 6日(水)に環境点検活

動について各ブロックに説明があり、 「巡回・点検のポイン

ト」を再確認しました。環境点検活動は、 「地域の安全安心」

「子どもの健全育成」のために関係機関や団体はじめ家

庭・学校・地域社会が-体と

なり、河内・古里・田原のブ

ロック毎に7月19日(金)へ20

日(土)に行われました。特に

通学路の交差点安全策の確

認を重点に行ないました。

河内地区防災会主催の防災訓練が8月31日(土)古里中

学校にて開催されました。

前日から雨の天気予報の

為、体育館内での訓練に

なりましたが、参加者は熱

心に救命救急法などに取

り組みました。

各小中学校に配置されている「地域コーディネーター」は,

地域の資源や人材を活用した児童・生徒の健全育成や学力

向上に向けた取り組みを企画・運営するなど学校と地域・

家庭のパイプ役として活動されておりま-丸

このような中,地域コーディネーターの活動の充実を図ろう

と,令和元年7月24日(水),河内地区内の6つの小学校と

3つの中学校の「地域コーディネーター」 9名がはじめて-

堂に会し′交流会を開催しました。

交流会では,河内生涯学習センター職員の出席もあったこ

とから, 「河内生涯学習センターで活動されている生涯学習

登録団体の皆ざまにも地域の子どもたちのためにお力添え

をいただけないか」などのアイディアも飛び出すなど活動

の充実に向けた活発な意見交換が

行われました。

地域コーディネーターの皆さまに

は,日頃からの活動に感謝するととも

に,今後も,河内地区の子どもたち

が「これからもずっと河内地区に住

み続けたい」と思えるよう.学校と家

庭・地域を太いパイプで結んでいた

だきたいと思います。

宇都宮サギソウ愛好会が河内地区の花

として保全・継承している「サギソウ」は、絶滅

危惧=類(絶滅の危険が増大している種)に

指定されている希少な植物です。

そのサギソウを広く、住民の皆さんに知っ

ていただくため、愛好会がまちづぐ)協議会

(まち協)に協力して7月Z9日(月)̃8月3日(土)

の間、河内地区市民センター前で、愛好者・

大塚自治会子供会・いきいき河内発見講座

受講者などの作品を展示しました。

今年は、まち協企画広報部の発案により、

展示期間中サギソウをお題にした絵手紙・

俳句・短歌・川柳による作品が沢山寄せられ

ました。

最終日の3日のサギソウ朝市では、サギソ

ウ鉢楢や地元新鮮野菜が販売され、まち協

が考案した「きざ草汁」やかき氷を中学生が

美味しい!とお代わiノしながら食べていまし

た。多くの家族づれが訪れ猛暑の中楽しい

〇時を過しました。

サギソウ展示コーナー

絵手紙・俳句・短歌・

川柳コーナー

河内地区の地域資源を学ぶことによって,地域の良さを再発見する「

いきいき河内発見講座(3回シリーズ)」の第2回が8月3日(土)河内

生涯学習センターで開催されました。

第1回講座でサギソウを鉢に植え付けし.自宅で大事に育てたサギソ

ウを.サギソウ展・朝市に展示しました。当日の講座では,平成7年8月に

開催された,サギソウを市町村の花にしている全国の自治体・愛好家が

葛堂に会した「きざ草シンポジウム_の記録映像を熱心、に鑑賞しました。

その後.受講者から『今日まで水やりに〇番気を使った。亜講習会の

説明通り管理したが丈夫なサギソウに育たなかった。』など栽培につい

ての報告がありました。

第1回の講座の中で半日陰で栽培するよう説明し.それを忠実に守り

大事に育てた受講生の皆さんでしたか今年の初夏は予想もしなかっ

た極端な日照不足。サギソウたちは必要な時に思うような日差しを受け

られず元気に成長することができませんでした。

改めて,サギソウの繊細さを痛感するとともに,見ることのできなかっ

た純白で清楚な姿に思いを馳せる講座とな

りました。

今後,この経験をサギソウ栽培に生かして

いくことを受講生の皆さんと

約束し.講座を閉講しました。

最後に,受講生の皆さんは.サギソウ展の

観賞・サギソウの絵手紙・俳句・短歌・川柳の

作品展示を楽しみ.まちづぐ)協議会から提

供されたサギソウ汁とかき氷を美味しく戴き

ました。

Eメール: tp_kwtik@moon.ucatv.ne. jp
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2008年、当時」 F 」だっ

た栃木SCがアマチュア

からプロに移行し、柱谷

幸一監督のもと」リーグへ

の参入を決めたころから

チームを応援しています。

参入を決めたアルテ高

崎戦では、佐藤悠介主将

の先制ゴールや松田正俊

選手のハットトリックなど

当時の映像が今でも脳裏

に残っています。
柏レイソルに移籍した

グ)スチャーノさんと 2013撮影

」 2参入後は」 1を目指してチームは戦ってきました

が、 201与年には残念なことに」 3へ降格。降格が決まっ

た試合後の廣瀬浩二主将の悔し涙、そして2017年に」

2への復帰を決めたアスルクラロ沼津戦での歓喜もま

た決して忘れられない出来事です。

栃木SCの魅力に取りつかれ、サポーターとして12

年間、毎年ホームは全試合、アウェーは1 0試合前後、

スタジアムに足を運んでいます。

現在、チームは21位(9月6日現在)と降格圏内で

低迷し、 」 2残留に向けて苦戦を強いられていますか

ぜひ多くの皆さんに栃木県グノーンスタジアムに足を運

んでいただき、応援していただきたいと思います。がん

ばれ、栃木SC!! 下岡本町 鈴木 誠一

←

\ 

8月16へ19日、猛暑の千葉県白子町で開催された 

「第30回全日本ジュニアソフトテニス大会」小学生の部 

において、BCファイターズは女子団体で準優勝を飾りま 

した。 

女子団体は全国から出場した4与団体の中、6団体 

の予選リーグを全勝で突破して、決勝トーナメントで勝 

ち上がり決勝まで駒をすすめましたが、残念ながら優勝 

チームに1-2で敗戦し準優勝となりました。 

尊重専∴∴〕∴ 2019 

:∴∴:心裏置∵・子種輸: ●●事●●子ら十 ●●.∴∴言一言 全日ジ商事霜高一ス天蚕 ○○S最 ○○ 

:∴ 農具書置えも.i 士:馳一
一 

宣子ハイトーナメント 

麗関配龍整聾 書 き置き 葛 

)糠竃‡骨;崇i二言「堺筆。_ 

タ、 漢龍 
〇〇〇 通琵 〇〇〇 

人目和田陽桑乃(岡本西中 人目小平帆乃香(岡本西′」 
左方 。○○:∴ 

天祭は、梅雨の晴れ間の7月之7日(土)に東下ケ橋自治会

の伝統文化の継承を目指し開催されました。自治会の子ど

もたちは、練習を重ねてきた「お暁子」を披露し、祭りを盛り

あげました。日本-の天棚の周りを白装束姿の若衆とこれ

に続く人々が、梵天を振りながら「ゴライゴウ・ゴライゴウ」と

唱えて千度ガケにより「風雨順調、五穀豊穣等」を祈りまし

た。来賓と近隣自治会の方々には、地産地消の名物料理「ど

じょう汁」が振る舞われ「さわやかな味」を満喫しました。平

成之8年に64年ぶりに復活した祭りは、う年毎の令和元年に

引き継がれました。

9月1与日(日)河内地区青少年育成協議会主催による「家

庭の日」わくわくフェスティバルinかわちが開催されました。

当日は晴天に恵まれ30oCの気温のなか多数の家族連れ

で賑わっていました。会場では綿あめやポップコーンを食

べる多くの子ども達の姿

が見られ、ダーツ・スー

パーボールすくい"折り紙

等各コーナーで楽しんだ

後、スタンプカードと引き

換えに選んだ賞品を受け

取り、笑顔溢れるイベント

となりました。

私達は結成1 6年を迎え、ま

すます元気に飛び跳ね踊るよさ

こいチームです。

毎週土曜日:河内地区市民

センターホール

月2回日曜日:岡本コミュニティ

以上2か所で練習しています。

踊れる曲は多数あり、毎年参加の官まつり、その他文化祭、都賀・松

風台・梵天祭り・たんたん祭り・各自治会のお祭り・福祉施設等年間1 5

回ほど踊りに参加していま‾丸

私達は生涯現役で踊り続ける事を目標に活動しています。会員は

「 8名です。

河内地区市民センターは黒字 岡本コミュティは音字
時間午前は10:00-12こ00 午後は「う: ○○̃15:00

土 土 土 日 土 日 土 

10月 う日 午後 12日 午後 「9日 子佑 26日 午後 Z7日 午前 

11月 2日 午後 9日は休みです 17巨 十三 Z3日 干/友 ∋O日 丁士 

12月 12月はお ‾休みです 

微酔匪軽国 憲停車するなさせるな無理するな
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ライブラリーシネマ「深車重堂上
日時: 11月30日(土)午後1時30分弓時30分 開場午後1時15分

会場:河内図書館 集会室

内容:日本映画「深夜食堂(2014年公開)」を上映。

盤禦謀議蒜…
まる。ある日、店に骨壷が置き忘れられていた。詮索:

好きな常連客達は与太話に花を咲かせているかマス;
ターは思案顔。春夏秋冬、ちょっと訳ありの客たちが:

誓提議諾篇鵠豊畿毒欝…
く。 … … ‥(上映時間119分)

定員:当日先着30名(対象 一般)

問合せ:宇都宮市立河内図書館

密O28 (673) 6782 FAX O28 (673) 6783

上河内田書館・河内回書腰有償リサイクル高三

日時: 1之月6日(金) 、 7日(土)午前9時う0分一午後3時

会場:河内図書館 集会室

価格‥大型本1冊200円、単行本1冊100円、文庫・雑誌;

1冊50円

*児童書はありません

問合せ:宇都宮市立上河内図書館

く田028 (674) 1123

* * *河内図書館縮刷整理棚問の柳らせ**春;

尚、本のご返却はブックポストをご利用ください。 CDやDVDなど視聴覚書

質料は、破指の恐れがあるため直接窓口へご返却ください。

みなざまのご理解とご協力をお願いいたします。

河内胞区青少年胃成協議会主催の青少年を軽やかに育て

スマスコンサート」を開催します。是非ご家辰やお友達弓

の上、ご参加ください。サンタさんからのプレゼントもあります。

日時; 12月14日(土)午後1時30分-4時頃まで

場所:河内地区市民センタ一大ホール

内容: ・発表会 河内中学校区の学校等による演奏の予定。

・クリスマスコンサート:ヴァイオリンとギターによるデュオ

開催日111月10日(日)

開催時間l午前9時̃

午後3時

雨天決行

開会式l午前9時30分

場 所l河内地区市民

センターほか

令和元年11月10日(日)ふるさとまつり会場
\

宇都宮市河内体育館(中岡本町)

間 ★12:1与へ 受付開始
“

★12:30̃13:30 デモンストレーション

★13:30- 体験会

(14:30終了)

○体育館シューズをお詩ちください。

○保険はスボルトかわちで一括して入ります

申込方法

①河内地区市民センター内地域団体室へ

(平日日中ポストを置きます)

②宇都宮市立古里中学校体育館内1階事務室へ

(毎週火曜日19:30-20:30)

申込用紙は、河内地区市民センター、河内体育館ほか公共施設

にあります。

…問合わせスボルトかわち『ship』事務局
aO90 (96与2)与91「

_臆_ヘ 音(事務局携帯喜平日工Z
卦〇・〇〇〇〇〇〇〇容日印日叩ロロロロ。寄〇〇〇〇〇〇…〇…〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・

クリスマスにちなんだ曲や、子どもさんが楽しめる曲を:

中l亡高こお届けします。

(出演)渡邁 弘子(ヴァイオリン)

渡遠 洋邦(ギター)

問合せ:河内地区青少年育成協議会事務局

河内地区市民センター内

密(671) 3之02

亘茜輔
日時: 12月1日(日)午前10時一午後1時(雨天中止)

場所:下田原町 サイクリングロード及び太陽光発電所入口

内容: ・スタンプラリー

・ビンゴゲーム(2回)

・豚汁、もちつき、綿あめ、

飲み物

対象者:各自治会の子ども

(小学生以下)

問合せ:田原ブロック自治会

永井 買

電090(5765)941 6

Eメール: tp_kwtik帥oon. ucatv. ne. jp
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れ
出
る
山
水
や
沢
水
が

叶
谷
の
田
畑
を
潤
し
、
中
央
を
流
れ
る
川
を
取

り
囲
む
よ
う
に
家
々
が
立
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
地
域
の
ま
と
ま
り
も
良
く
、
小
高

い
丘
の
上
の
熊
野
神
社
が
文
化
の
中
心
だ
っ
た
。

ま
た
温
泉
の
出
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
桃
源
郷

の
よ
う
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
ゴ
ル
フ
場

や
小
学
校
・
保
育
園
が
建
ち
人
の
往
来
も
蝦
や

か
に
な
っ
た
。

こ
の
土
地

に
生
き
て
き

た
古
え
の
人

達
に
感
謝
し

な
が
ら
、
豊

か
な
美
し
い

自
然
が
何
時

ま
で
も
続
く

よ
う
に
、
叶

谷
の
"
ほ
っ

と
ス
ポ
ッ
ト

を
大
事
に
し

て
行
き
た
い
。

「機能訓練デイサービスセンターよしざわ」は岡本駅前一区

で」R線沿いにあります。

特徴は、国家資格の柔道整復師(機能訓練指導員)が個別

機能訓練を実施する介護施設です。関節や筋肉に通電し、関

節の痛みや強ばりを改善し、それは筋萎縮や筋力低下を予防

します。また手技により関節可動域訓練や筋肉をほぐす事に

よりAD」の維持向上にもなります。

ぜひ、 〇日無料体験いかがですか。

随時受け付けております。

1
1
月

惑

1
 
2
月

1
月
の
星
座

星

"
土
星

星

座

・
秋
の
星
座
(
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
、
カ
シ
オ
ペ
ア
座
等
)

か
ら
冬
の
星
座
(
オ
リ
オ
ン
座
、
お
お
い
ぬ
座
、

こ
い
ぬ
座
等
)

の
観
望
に
な
り
ま
す
。

天
文
現
象

"
二
重
星
団
、
す
ぼ
る
が
見
頃
に
な
り
ま
す
。

"
1
2
月
齢
日
(
木
)
太
陽
の
部
分
日
食
が
見
ら
れ
ま
す
。

宇
都
宮
で
は
1
4
時
飽
分
か
ら
日
没
ま
で
。

公
開
日
白
月
2
日
圭
一

1
 
2
月
了
日
(
土
)

1
月
4
日
一
土
)

費

用

無
料
で
す
。

182117

日 日 日

土土土

時

間
午
後
7
時
̃
9
時

※
1
 
2
月
2
 
6
日
は
午
後
2
時
か
ら

寒
い
の
で
防
寒
の
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
履
き
は
持
参
お
願
い
し
ま
す
。

河
内
星
の
子
会

食
0
9
0
(
4
9
5
4
)
6
2
6
1

王子マテノア株式会社日光工場 工場長 河田克哉

当社(王子マテリア株式会

社日光工場)の敷地内には御

用川が流れています。

紙の製造には多くの水を必要

とするため、当社はこの川の水

を使わせていただいて紙の製

迄を行っています。 (大きな鯉が沢山生息しています〉

御用川の歴史を紐解くと、始まりは江戸時代に宇都宮

藩主の本多正純が宇都宮藩へ上河内町から御用米や材

木を運ぶために作ったのかこの人工河川です。

上流は上河内町の西鬼怒川から分水して、旧河内町を縦

断し、下流は宇都宮而中心部の-級河川田川こ流れ込ん

でいます。

この川は江戸時代から明治に至る近年まで幾度となく

洪水に見舞われ、何代にも渉る祖先の血と汗と涙の賜物

でもあります。

それに感謝すべく、当工場内には満々と水をたたえた

専用水路脇に水神宮の詞が祭ら

れています。また毎年5月には、

工場から約15k爪上流にある逆木

水神神社にて、水利関係者を招

いて礼祭がおこなわれ、水利の

無事を祈っています。

行政旧識
◆相談日11月14日(木)

12月12日(木)

1月16日(木)

◆場 所 河内地区市民センター

1階相談室

◆時 間 午前10時一正午まで

◆相談員 渋井トミ子

密(673)2132

駆聾遊園 飛び出すな物かげ暗がり曲がり角
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洞を内物起語
☆
宇
都
宮
市
河
内
地
区
の
誕
生
(
そ
の
1
)

回
と
栃
木
県
の
温
度
差

前
号
ま
で
、
明
治
2
2
年
(
1
8
8
9
)
4
月
1
日
、
明
治
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
古
里
村
・

田
原
村
、
昭
和
0
0
年
4
月
1
日
、
昭
和
の
合
併
で
両
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
河
内
村
・
河
内
町

に
つ
い
て
合
併
経
過
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
か
ら
1
3
年
前
の
平
成
1
9
年
(
2
0
0
了
)
3
月
3
1
日
、
河
内
町
が
宇
都
宮
市
に
編
入
合
併
し

て
宇
都
宮
南
の
河
内
地
区
と
成
る
ま
で
の
平
成
の
合
併
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

河
内
村
か
ら
河
内
町
と
な
っ
た
昭
和
4
1
(
1
9
6
6
)
年
の
前
の
年
(
昭
和
的
年
)
国
に
お
い

て
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
(
合
併
特
例
法
)
」
が
施
行
さ
れ
、
1
0
年
ご
と
に
延

長
・
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
雪
盲
が
昭
和
か
ら
平
成
に
な
っ
て
も
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
合
併

論
議
が
高
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
政
府
は
合
併
論
議
を
高
め
よ
う
と
次
の
政
策
を

行
っ
た
が
、
当
時
の
栃
木
県
に
お
い
て
は
高
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

平
成
5
年
(
1
9
9
3
)
6
月
3
日
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
(
衆
議
院
)

平
成
5
年
(
1
9
9
3
)
6
月
4
日
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
(
参
議
院
)

平
成
了
年
丁
9
9
5
)
4
月
1
日
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
を
施
行

・
合
併
協
議
会
設
置
に
係
る
住
民
発
議
制
度
の
創
設
。
議
員
の
定
数
・
在
任
特
例
の
拡
充
。

過
疎
倭
の
特
例
措
置
の
創
設
な
ど

平
成
了
年
(
1
9
9
5
)
了
月
3
日
地
方
分
権
推
進
委
員
会
発
足

・
政
府
の
地
方
分
権
推
進
委
員
会
が
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
統
合
化
と
地
方
自
治
体
の
行
政

体
制
の
整
備
を
柱
と
し
た
第
二
次
勧
告
を
機
に
、
一
部
の
市
町
村
で
は
合
併
論
議
が
高
ま
っ
て

い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
が
、
栃
木
県
の
場
合
合
併
機
運
が
全
県
的
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
合
併
は
着
な
の
か
悪
な
の
か
と
い
う
根
本
命
題
に
つ
い
て
、
議
論

が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
混
戦
す
る
と
い
う
の
が
実
態
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
全
国
市
町
村

会
発
行
の
「
町
村
週
報
」
6
月
3
0
日
号
に
、
慎
重
論
は
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
論
旨
は

①
地
方
政
府
(
自
治
体
)
は
単
な
る
地
方
行
政
機
関
で
は
な
い
。
そ
こ
に
住
む
人
々
の
愛
着
・

誇
り
・
生
活
習
慣
な
ど
の
「
こ
だ
わ
り
」
を
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
効
率
と
は
な
じ
ま
な

い
②
適
正
規
模
と
い
っ
た
都
合
の
良
い
理
論
な
ど
な
い
と
の
記
述
を
読
ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
当
時
の
茨
城
県
8
5
、
群
馬
県
和
に
対
し
て
、
栃
木
県
の
市
町
村
数
は
4
9
。
栃
木
県

は
合
併
先
進
県
で
あ
り
、
今
回
の
合
併
論
議
は
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
行
政
効
率
を
求
め
る

立
場
が
全
面
に
出
て
い
る
が
、
効
率
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
「
地
方
の
味
」
を
原
点
に
置

き
、
慎
重
な
論
議
を
望
み
た
い
と
感
じ
る
と
の
記
述
も
当
時
目
に
し
ま
し
た
。

・
当
時
の
渡
辺
文
雄
知
事
は
県
公
館
で
開
か
れ
た
「
こ
ん
に
ち
は
知
事
さ
ん
」
で
市
町
村
合
併
論

議
に
つ
い
て
「
(
住
民
が
首
長
に
対
し
て
)
親
近
感
が
な
い
所
で
(
首
長
は
)
坦
刀
に
密
接
し

た
行
政
は
で
き
な
い
。
」
住
民
が
首
長
に
親
し
み
が
わ
き
、
首
長
が
全
住
民
に
目
が
届
く
よ
う

な
行
政
が
で
き
る
市
町
村
合
併
こ
そ
、
合
併
論
議
の
本
節
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

河
内
町
が
宇
都
宮
市
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
場
合
を
例
に
出
し
「
事
務
能
力
は
上
が
る
が
(
町

民
の
)
心
は
市
長
を
知
ら
な
い
。
」
と
、
住
民
の
心
情
が
首
長
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
恐
れ
を
指
摘

し
た
と
の
新
聞
記
事
を
当
時
読
ん
だ
記
憶
か
あ
り
ま
す
。

大
塚
自
治
会

増
渕

昭

Iまくの夢は、将棋のプロlこなることで
す。

1年生の時から、かどや四段棋士Iこ

将棋を数えていた別、ていて、今は7級
です。

将棋を始めたきっかけは、おじいちゃ

んlこ教えてもらって、かっこいいと思っ
たからです。

いつか、プロ棋士
となって、いろいろ
な人とをたがうため、

がんばって続けたい

ですo l

私のおじいち軌まコーヒー屋さんをやっていますo

あじいち潮ま⊃-ヒー豆を売るたけでなく、あ害さんと

いろいろな話をしてとてもうルそうに働いています

買いに来たお宮さんも、艇なコーヒー豆を楽しそう

に選んで、みんな笑顔で帰っていきます。

私はたま音こお手伝いをしているのですか、その様子を

異
常
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
の
夏

で
し
た
が
、
空
が
秋
色
に
染
め
ら
れ
て
来

る
と
と
も
に
、
待
ち
に
待
っ
た
本
来
の
爽

や
か
さ
か
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

秋
に
は
収
穫
の
喜
び
を
神
々
に
奉
ず
る

お
祭
り
や
、
楽
し
い
運
動
会
な
ど
の
様
々

な
催
し
が
開
か
れ
、
一
段
と
地
域
の
輪
が

広
が
り
ま
す
。

河
内
地
区
に
あ
い
て
も
、
十
月
十
三
日
に

は
体
育
祭
が
、
来
月
の
十
日
に
は
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
な
ど
の
行
事
が
開
か
れ
ま
す
。

恒
例
の
年
中
行
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
も
収
穫
の
喜
び
や
、
地
域
が
一
堂
に

会
し
て
の
運
動
会
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を

精
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

編
集
委
員

見て、私もおじいちゃんのよ

うにたくさんの人を笑顔に

したいなあと思いました。

だから、私の将来の夢

は、いつか、おじいちゃんや

妹弟といっしょに、たくさ

んの人に喜んでもらえる

⊃-ヒー屋さんになること

です。

繋馨議
辞かつもホツとして話した。

こかれになり、先生のよ

ぅな保富士になりたいと

い認諾
なる・ ‥とてもすてきな

ことだと思います。夢を

諸富勅

r蔀間脳喧し
人口 35,403大

男 17,727大

女 1了,6了6人

世帯数14,170世帯

(住民基本台帳による)

令和元年9月末日現在

○あなたの身近な地域の情報や話題

○河内地区を撮影した風景写真、地域のお

祭り、イベントの写真

【問合せ】

〒329-1105 宇都宮市中岡本町3221-4

河内地区まちづくり協議会
(河内地区市民センター内)

蜜(6了1)3202 FAX (671)3220

巨メール先iこ送信して下さい

Eメール: tp_kwt ik@moon. ucatv. ne. jp


